
変圧器劣化診断・油中ガス分析

当社は、発電所等の電気設備の各種測定・分析を担当しており、これらを支える高度な計測機器や
豊富な経験と実績を有する技術者を擁しています。
従来の鉱油系絶縁油のみではなく、粘度の高い植物油系絶縁油の分析も可能になりました。

鉱油系絶縁油の劣化診断（変圧器）

対 象

要 因

原 因

事 象

診 断

絶縁油

油中ガス分析※

絶縁油試験
日常点検

外観・音・振動・臭い等劣化診断※

絶縁紙・巻線 碍管

外気侵入
腐食性不純物

水分増加
熱分解

長期運転・過負荷運転
大電流・異常電圧侵入 表面汚損

絶縁低下

短絡巻線断線・油温上昇
噴油・絶縁低下・放電

重合度低下
コイル破損

油温上昇・鉄心過熱
可燃性ガス発生

※油中ガス分析および劣化診断の詳細は背面参照 （一般社団法人 日本電機工業会）

油中ガス分析用ガスクロマトグラフ

変圧器劣化診断・油中ガス分析
鉱油系絶縁油・植物油系絶縁油鉱油系絶縁油・植物油系絶縁油

▶変圧器の劣化パターンと診断方法

菜種油、大豆油、パームヤシ脂肪酸エステル

安定的な電力供給のためには、電気設備の適切な保守管理が重要です。
油入変圧器の各部品の劣化による事象とその要因および診断方法を示します。

植物油系絶縁油の油中ガス分析（変圧器）

植物油系絶縁油はカーボンニュートラル、漏洩時の土壌汚染防止および高引火点による火災リスクの低減から、
新たに変圧器用絶縁油として採用されています。その経時変化を把握するために有効な分析が油中ガス分析に
なります。

油種

株式会社テクノ中部は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています

株式会社テクノ中部



ガス発生原因・判定基準

  絶縁油の低温過熱

  絶縁油の高温過熱

  絶縁油中の放電

  絶縁紙の過熱放電・劣化
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（一般社団法人 電気協同研究会）

運転開始

油中ガス分析実施（定期点検） 1回/年

油中ガス分析結果
要注意・異常

はい

油中ガス分析実施（追跡調査）

油中ガスの増加

内部点検・更新

導入後20年経過

劣化診断実施 1回/3～5年

劣化診断結果
要注意

異常

劣化診断実施 1回/3年《更新を計画》

劣化診断結果

設備更新

正
常
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フルフラール測定用高速液体クロマトグラフ
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コイル絶縁紙劣化の程度

経年
によ
り増
加

▶変圧器の管理方法
機器トラブル未然防止のため、定期的な油中ガス分析を推奨いたします（1回／年）。
導入後20年経過した変圧器においては、現況確認のため油中ガス分析に加えて劣化診断を推奨いたします（1回／3～5年）。

▶変圧器の劣化診断
コイル絶縁紙のように現地で修理・交換のできない部品の劣化は、変圧器の寿命と相関があります。
変圧器の絶縁油中に溶出した絶縁紙の劣化生成物（油中ガスおよびフルフラール）を測定することにより、
絶縁紙の強度を推定し、変圧器の劣化度を診断します。

ガスクロマトグラフ分析装置による油中ガス分析により、変圧器の過熱・放電および絶縁紙の劣化度を判定します。
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絶縁紙劣化のイメージ

〒455-8512  愛知県名古屋市港区大江町3-12
株式会社テクノ中部 ■営業部 営業グループ

■測定分析部

TEL 052-614-7164
　
TEL 052-614-7159

検 索テクノ中部 検 索ホームページ https://www.techno-chubu.co.jp

技術的なご相談は I SO9001
（測定分析部）
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